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清
水 

 

修 

 

一 

本
校
の
沿
革 

 
 

本
校
は
、
明
治
六
年
十
一
月
。
永
井
太
田
村
阿
弥
陀
寺
に
創

立
。
明
治
十
七
年
七
月
、
町
村
併
合
制
度
に
よ
り
、
太
田
尋
常
小

学
校
と
改
称
。
明
治
二
十
二
年
四
月
、
町
村
制
施
行
に
よ
り 

永

井
太
田
、
飯
塚
、
道
ヶ
谷
戸
、
八
木
田
、
上
江
袋
、
原
井
、
市
ノ
坪

七
地
区
を
以
っ
て
太
田
村
を
組
織
。
第
一
教
場
を
阿
弥
陀
寺
、
第

二
教
場
を
能
泉
寺
に
置
く
。
明
治
二
十
六
年
太
田
修
得
尋
常
小

学
校
と
改
称
。
明
治
四
十
一
年
校
名
を
太
田
尋
常
小
学
校
と
改

称
。
分
教
場
を
廃
止
し
た
。
同
年
十
月
、
飯
塚
一
四
一
四
に
校
舎

新
築
移
転
。
開
港
記
念
日
と
し
て
制
定
す
る
。
明
治
四
十
二
年

高
等
科
設
置
。
校
名
を
太
田
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
。
昭
和

十
六
年
国
民
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
校
名
を
太
田
国
民
学
校
と

改
称
。
昭
和
二
十
二
年
、
六
・
三
年
新
教
育
制
度
公
布
後
、
埼
玉

県
大
里
郡
太
田
村
立
太
田
小
学
校
と
改
称
。
昭
和
三
十
年
、
町

村
合
併
。
校
名
を
妻
沼
町
立
太
田
小
学
校
と
改
称
。
昭
和
四
十

八
年
十
一
月
、
創
立
百
年
記
念
式
典
を
実
施
。
平
成
十
七
年
十

月
熊
谷
市
と
大
里
町
・
妻
沼
町
が
合
併
し
、
現
在
に
至
る
熊
谷
市

立
太
田
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
地
域
、
保
護
者
の
方
々
が
、

「
太
田
小
」
の
子
ど
も
達
に
、
深
い
愛
情
を
注
い
で
見
守
り
、
支
え

続
け
て
い
た
だ
い
た
。
令
和
七
年
三
月
末
日
を
以
っ
て
太
田
小
の

長
い
歴
史
が
幕
を
閉
じ
る
。 

二 

校
章
・校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

１ 

校
章 

① 

昭
和
四
十
五
年
制
定 

② 

桜
の
花
び
ら
の
模
様
。
桜
の
花
び
ら
に
囲
ま
れ
る
よ
う

に
し
て
、「
太
小
」
の
文
字
。
子
ど
も
達
が
未
来
に
花
開

く
と
い
う
願
い
を
込
め
て
草
案
制
定
さ
れ
た
。 

２ 

校
歌 

① 

昭
和
二
十
五
年
制
定 

② 

一
番
冒
頭
歌
詞
の「
や
ま
な
み
」
が
、
太
田
小
の
合
言

葉
「
や
さ
し
く 

ま
じ
め
に 

な
か
よ
く 

み
ん
な
で
」
と

し
て
、
子
ど
も
達
の
心
に
浸
透
し
、
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
た
。
統
合
、
卒
業
後
も
校
歌
と
と
も
に
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
合
言
葉
で
あ
る
。  
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作
詞 
下
山
つ
と
む 

作
曲 

下
総
皖
一 

一 

山
脈
は 

山
脈
は 

遠
く
か
す
み
て 

 

 
 

げ
ん
げ
花 

げ
ん
げ
花 
田
の
面
を
か
ざ
る  

    

わ
れ
ら
が
村
よ 

太
田
太
田 

あ
あ
太
田 

  

二 

千
町
田
の 

千
町
田
の 

中
に
そ
び
え
て   

 

    

い
つ
か
し
の 

い
つ
か
し
の 

垣
を
め
ぐ
ら
す  

 
 

 
 

 
 

わ
れ
ら
が
母
校 

太
田
太
田 

あ
あ
太
田 

 

三 

人
の
世
の 

人
の
世
の 

正
し
き
ふ
み
て  

 

 
 

す
こ
や
か
に 

す
こ
や
か
に  

生
き
ん
と
誓
う   

 
 

 
 

 

わ
れ
ら
が
つ
ど
い 

太
田
太
田  

こ
の
太
田
小
学
校 


